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平成20年度　施策評価シート

事業費/
人員

4,160

指標５
（単位：件）

43指標３
（単位：ha）

事業費/
人員

指標４
（単位：千円）

指標５

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

実績値

指標４

指標３

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

第５節　都市農業の振興

安定した農業経営の確立

農業生産額

鳥獣被害件数

指標２

指標１

31510

環境経済局

農林課

１　施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

小峰　幸夫課長名施　策　名

政策名（章）

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

合計

事業費

人件費

指標名

50,284

＊人件費は、職員一人あたり　Ｈ17：805万円、Ｈ19：805万円として算定。人口は、66.7万人（Ｈ18.4.1現在）、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）とした。

　※構成事務事業の追加

53

年度 増減の主な理由

３　成果・活動指標

平成17年度（決算）

310

218,957

平成19年度（決算）

35,633 218,957

14,651

 　安定した農業経営の確立に向け、経営体質の強化や農作業の効率化を進めるとともに、担い手である人材の確保、育成を図り、ま
た、生産・流通システムの構築に向けた支援を行う。
　まず、本市の農業を支える中核である認定農業者に対して事業費助成や利子補給を行い、その育成、体質強化を図るとともに、担
い手となる人材の育成のため、市農協と連携して援農システムの充実を図る。また、相模原産の農産物の統一ブランド名である「さが
みはらのめぐみ」により、地場農産物の販売促進、販路拡大を図っていく。
　また、津久井地域においては、鳥獣による農作物被害軽減のため、防護柵設置や捕獲、追い払いに要する経費に対して助成を行
う。

２　事業費・人員      　　　　　　　　　　　　     （単位：千円）

基本施策名（節名）

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

過去７年間の農業生産額の増加割合を勘案
し、年２．５％の金額の増加を見込む。

過去３年間の鳥獣による被害件数を勘案
し、平成１７年度の最少被害件数４３件を目
標とする。

4,368

137 143

目標値 実績値実績値 目標値 目標値 目標値

4,262

148 151

4,369 4,478 4,590

157154

43 43 43 4371

指標１
（単位：人）

事業費/
人員

指標２
（単位：人）

事業費/
人員

事業費/
人員

指標の基準値の定義 目標値の考え方（根拠）

認定農業者数

基準値

認定農業者の数により、農業経営の効率化及び担い手とな
る人材の確保の度合いを計る。

主要野菜の年間生産額により、市民への主要野菜の安定
供給の度合いを計る。

鳥獣（シカ、イノシシ、サル等）による被害件数により、農作
物被害の状況を計る。

過去５年間の認定農業者数の増加人数を勘
案し、年間３名の増加を見込む。



課題
　農業従事者の高齢化や後継者不足などにより、農地の遊休化・荒廃化が進んでおり、経営耕地面積の減少、
農家の農業収入の減少など、農業を取りまく環境が悪化している。また、津久井地域においては、鳥獣被害な
どの問題が生じており、被害対策が必要となっている。

解決策
　効率的かつ安定的な農業経営展開を図る認定農業者を育成するとともに、農業従事者の高齢化や後継者不
足による農業の労働力不足を補うため、農業後継者・担い手育成をさらに推進する。また鳥獣被害対策として、
有害鳥獣の駆除や防護柵設置に要する経費に対して助成を行い、農作物の安定生産を図る。

市民満
足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

Ｂ

視点の
種類

５　１次評価（２つの視点から評価を行う）

Ｈ18評価点評価点
評価基準・

着眼点

４　市民満足度調査結果（平成20年度実施分）
○この施策の満足度は3.104で121施策の中で75番目。
○重要度は3.789で74番目である。
○改善要望度は0.0030で59番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。重要度は70歳以上で最も高く、40代で
最も低くなっている。
○地区別にみると、満足度は西部で最も高く、津久井で最
も低くなっている。重要度は西部で最も高く、津久井で最も
低くなっている。

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

有効性

前回（Ｈ18）評価結果との比較分析

合計

１次評価

Ｂ

２次評価

5
評価結果に基づく区分（２項目の合計点数による）

　Ａ（6点以上）　　Ｂ（5点・4点）　　Ｃ（3点以下）

７　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

Ｂ

６　課題と解決策（現状または、評価結果から）

4　2　1

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事業
展開している

4　2　1

4　2　1

4　2　1

安定した農業経営の確立

20代

30代40代

50代 60代

70歳以上

北部
西部

南部津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　 3.178

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　

←
　
重
要
度
　

→
　
低
い

平均　 3.859



コード 31510

構成事務事業一覧

単位：千円

事務事業
担当課

構成事務事業
Ｈ19決算見込

（事業費）
Ｈ20予算
（事業費）

Ｈ21見込額
（事業費）

事業効果
の高い

指標番号

前回の
優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17決算額
（事業費）

Ｈ１７合計
（人件費含む）

農林課 農産物流通対策事業 1,764 2,001 1,941 2 5 0.30 2,145 4,560

農林課 営農センター助成事業 6,220 6,483 6,483 2 7 0.30 6,670 9,085

農林課 認定農業者育成事業 18,243 18,014 18,014 1 1 0.30 12,267 14,682

農林課 水田農業構造改革対策事業 法 0.30 345 2,760

農林課 農産物振興対策事業 5,837 6,937 6,937 2 4 0.10 8,408 9,213

農林課 営農対策事業 6 0.30 2,311 4,726

農林課 営農対策推進事業 1,285 1,405 1,071 0

農林課 有害鳥獣駆除対策事業 27,086 35,265 35,265 3 0

農林課 食育推進事業 608 170 125 2 0

農林課
農業後継者・担い手確保対

策事業
1,000 1,401 1,401 1 2 0.12 1,272 2,238

農林課
地場農産物ブランド化促進

事業
1,200 1,000 1,000 2 3 0.10 2,215 3,020

農林課
㈱神奈川食肉センター食肉流通施
設整備事業補助金(債務負担行為) 83,944 82,800 81,640 2 0

農林課
(社)相模原市畜産振興協会

補助金
71,376 75,755 75,670 2 0

城山環境経済
課

一般事務費（畜産施設等整
備事業補助金）

394 395 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

218,957 231,626 229,547 1.82 35,633 50,284

安定した農業経営の確立

※下記３事業に


